
紅葉と鏡花

〒160-8484 新宿区歌舞伎町１－５－１ 第一分庁舎6階

電話 03(5273)4126 FAX 03(3209)1500

文化観光産業部 文化観光課 文化資源係

※終演16:30頃予定

－牛込神楽坂に花ひらいた文学世界

尾崎紅葉没後120年・泉鏡花生誕150年記念イベント

文学の街・新宿から拡がる魅惑の明治文壇
～尾崎紅葉の作品世界から

(日)
14時開演(13:30開場)

12/3
新宿区立四谷区民ホール

入場無料/事前申込制

（新宿区内藤町 8 7 四谷区民センター 9 階）

講師

堀 啓子 氏

（東海大学文化社会学部教授）

第１部 講演

主催／申込み・問合せはこちら

申込方法

令和5年(2023年)

郵便はがきかFAX(裏面申込書)に次の内容

を記入し、申込み先までお送りください。

11月8日㈬必着

催し物名(「紅葉と鏡花」)

郵便番号、住所、氏名（フリガナ）

電話番号、希望人数（最大２名まで）

※お申込みにあたって

はがきは往復はがきでなくて結構です。

定員300名程度。応募多数の場合は抽選し、
11月15日(水)以降に、応募者全員にお知らせし
ます。なお、受付の順番は抽選に関係ありま
せん。

小学生までは保護者同伴でお願いします。
(2名希望と記入）

障害のある方で配慮が必要な場合は、その旨
ご記入ください。なお、内容によって対応で
きないこともございますのでご了承ください。

個人情報は、個人情報の保護に関する法律に
基づき適正に取り扱います。

泉鏡花『高野聖』の世界

講師

安藤 宏 氏

（東京大学大学院

人文社会系研究科教授）

尾崎 紅葉『金色夜叉』

泉 鏡花『高野聖』(予定。ともに抜粋)

朗読

寺田 農 氏（俳優）

第２部 朗読

国立国会図書館

「近代日本人の肖像」



紅葉と鏡花

〒160-8484 新宿区歌舞伎町１－５－１ 第一分庁舎6階

電話 03(5273)4126 FAX 03(3209)1500

新宿区 文化観光産業部 文化観光課 文化資源係

尾崎紅葉没後120年・泉鏡花生誕150年記念イベント

※切り取らずにこのまま送信してください

講 師

堀 啓子（ほり けいこ）
東海大学文化社会学部教授。著書に『日本
近代文学入門 12人の文豪と名作の真実』
『日本ミステリー小説史 黒岩涙香から松
本清張へ』(以上、中公新書)、『和装の
ヴィクトリア文学』『新聞小説の魅力』
(以上、東海大学出版会)など。

新宿区は、夏目漱石や小泉八雲をはじめ、多くの文学者が暮らしたまちです。牛込の横寺
町に暮らした尾崎紅葉もそのひとりで、この地で『金色夜叉』の執筆半ばで亡くなりまし
た。紅葉に師事した泉鏡花は、南榎町や神楽坂で暮らし『高野聖』『婦系図』などを著し
ました。
2023年は紅葉の没後120年、鏡花の生誕150年にあたります。講演や朗読によりふたりの
文豪の人物や作品をご紹介します。また、本イベントは後日新宿区公式YouTubeチャン
ネルにて無料配信予定です。詳しくは区報「広報新宿」、HP等でお知らせします。

FAX番号

安藤 宏（あんどう ひろし）
東京大学大学院人文社会系研究科教授。
著書に『日本近代小説史』(中公選書)、
『「私」をつくる 近代小説の試み』
(岩波新書)、『太宰治 弱さを演じると
いうこと』(ちくま新書)、『近代小説
の表現機構』(岩波書店)など。

朗 読

寺田 農（てらだ みのり）
俳優。洋画家・寺田政明の長男として豊島区椎名町に生まれる。文学座附属演劇研究
所第1期生として入所。三島由紀夫作『十日の菊』で初舞台を踏む。1968年の岡本喜八
監督『肉弾』に主演、毎日映画コンクール男優主演賞を受賞。以降、数々の映画やテ
レビドラマに出演。ナレーター、声優としても活躍、スタジオジブリ作品『天空の城
ラピュタ』のムスカ大佐役でも有名。2021年金子修介監督『信虎』で主役・武田信虎
を演じた。

03-3209-1500

－牛込神楽坂に花ひらいた文学世界


